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貴
重
な
自
然
を
二
十
」
世
紀
へ

水
の
源
、
憩
い
の
詣
匹
づ
く
り

　

地
球
規
模
で
環
境
保
全
の
機
運
が
高
ま
る
今
、
地
域

で
も
自
然
環
境
や
景
観
の
保
全
・
形
成
に
対
す
る
積
極

的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
河
川

の
汚
濁
や
ご
み
の
問
題
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

身
近
な
真
名
川
の
豊
か
な
自
然
を
再
認
識
し
、
環
境
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

森林浴を楽しめる樹齢百年以上のブナの天然林

　

大
野
市
の
森
林
面
積
は
市
全
体

の
八
十
ト
以
上
に
な
り
ま
す
。
森

林
が
も
た
ら
す
水
は
、
豊
か
な
緑

を
は
ぐ
く
み
、
田
畑
を
潤
し
、
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
地
下

水
の
源
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
森
林
を
守
り
、
良
好
な

自
然
環
境
を
二
十
一
世
紀
へ
伝
え

て
い
く
た
め
に
市
で
も
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
旧

西
谷
村
巣
原
地
区
の
ブ
ナ
天
然
林

を
含
む
「
ブ
ナ
の
森
環
境
保
全
林
」

百
九
十
六
ト
を
八
千
万
円
で
取
得

し
ま
し
た
。

取
得
の
目
的
は
、

①
市
の
自
然
環
境
保
全
の
シ
ン
ボ

　

ル
と
し
て
位
置
付
け

②
市
民
へ
憩
い
の
場
を
提
供

③
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘

な
ど
の
実
現
で
す
。

自
然
の
ま
ま
の

　

森
林
公
園
を
目
指
す

　
　

「
ブ
ナ
の
森
環
境
保
全
林
」
の

入
り
口
は
、
市
街
地
か
ら
国
道
1

5
7
号
と
市
道
で
約
三
十
ノ
の
距

離
に
位
置
し
、
そ
こ
か
ら
は
徒
歩

に
な
り
ま
す
。
姥
ヶ
岳
と
介
ノ
又

山
の
中
腹
北
斜
面
で
、
標
高
は
約

六
百
ド
か
ら
千
二
百
じ
。
中
に
は

四
十
～
の
ブ
ナ
林
を
は
じ
め
、
樹

齢
千
年
余
り
の
ト
チ
ノ
キ
の
大
木

や
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
群
落
な
ど
貴

重
な
自
然
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
市
民
や
有
識
者
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
環
境
に
配
慮

し
て
遊
歩
道
な
ど
の
軽
微
な
施
設

を
整
備
す
る
に
と
ど
め
、
「
大
野

の
自
然
の
ま
ま
の
森
林
公
園
」
の

創
造
を
図
り
ま
す
。

ひっそりと咲いた

　　　　

沢沿いのミズバショウの群落



VTI nmの

ヨ
励
テ
レ
ビ
や
自
転
車
を

勁
罵
諺
e
回
世
ん

ご
み
一
掃
、
市
民
が
汗

　

環
境
月
間
に
ち
な
ん
で
六
月
二

日
、
君
が
代
橋
土
流
の
真
名
川
河

川
敷
で
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
ご

み
の
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ご
み
と
は
い
っ
て
も
、
空
き

缶
か
ら
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
、
自
転
車
、
タ
イ
ヤ
、
果
て
に

は
コ
ン
バ
イ
ン
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。

回
収
量
も
総
量
九
祉
、
清
掃
車
十

二
台
分
に
も
上
り
ま
し
た
。

　

作
業
に
は
市
内
の
関
係
機
関
や

団
体
か
ら
約
百
入
が
参
加
。
河
川

敷
内
の
道
路
脇
の
草
む
ら
か
ら
手

作
業
で
ご
み
を
運
び
出
し
、
種
類

ご
と
に
分
別
し
清
掃
車
に
積
み
込

み
ま
し
た
。
出
し
て
も
出
し
て
も

出
て
く
る
ご
み
の
量
と
種
類
の
多

さ
に
、
参
加
者
た
ち
も
あ
き
れ
顔
。

「
自
分
の
家
の
周
り
さ
え
奇
麗
な

ら
い
い
」
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
運
び
込
む
と
料
金
が
掛
か
る
」

な
ど
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
不
法
投
棄
が
後
を
断
ち
ま

せ
ん
。
市
で
も
県
や
地
元
と
協
力

し
て
不
法
投
棄
を
防
ぐ
努
力
を
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
行
政
の
力
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
自
然

を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
田
健
一
さ
ん

（
下
据
）

自然はみんなの財産

　

清掃前は、だれが見てもひどいと

感じる状態でした。クリーンセンタ

ーに持ち込めば済むのに、なぜここ

まで捨てにくるのでしょうか。ごみ

を拾い集めても、すぐにまた同じ状

態に戻ってしまいます。

　

自然とごみとは似合いません。ご

みの中から緑が育っているのを見る

と恐くなります。二度と川へはごみ

を捨てないでください。



白
E
・
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I
ヨ
加
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白
回
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回
腸

平
成
十
一
年
オ
ー
プ
ン
予
定

水と戯れ、湯に憩うための

「水の楽園」

外観イメージ図

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で

い
た
健
康
保
養
施
設
の
整
備
計
画

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
中
部
縦
貫

自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
北
陸
の

玄
関
口
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
市
の
北
部
地
域
に
、
健
康
保
養

施
設
を
整
備
し
ま
す
。

み
ん
な
が
集
う

　

施
設
は
市
の
財
産
で
も
あ
る
水

を
テ
ー
マ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
の
機
能
を
持
っ
た
「
水
の
楽

園
」
で
す
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
す
べ
て
の
市
民
の
健
康
で

安
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
を
支
援
す
る

拠
点
施
設
に
な
り
ま
す
。
全
体
的

に
は
セ
ン
タ
ー
施
設
と
屋
外
施
設

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

場
所
は
、
国
道
1
5
7
号
と
真

名
川
に
挟
ま
れ
た
南
新
在
家
地
係

の
公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
予
定

地
の
南
側
約
二
回
で
す
。
位
置
的

に
も
市
の
入
り
口
に
な
る
た
め
、

セ
ン
タ
ー
施
設
は
市
の
「
新
し
い

顔
」
と
な
る
個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン

に
し
ま
す
。
温
水
プ
ー
ル
と
温
浴

施
設
で
構
成
さ
れ
、
延
べ
面
積
は

約
三
千
平
方
□
で
す
。

温
水
プ
ー
ル
で
I
泳
ぎ

　

温
水
プ
ー
ル
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ

プ
ー
ル
と
子
供
た
ち
が
楽
し
め
る

変
形
プ
ー
ル
、
そ
し
て
ジ
ャ
グ
ジ

ー
・
サ
ウ
ナ
な
ど
の
バ
ー
デ
ゾ
ー

ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。

お
ふ
ろ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

温
浴
施
設
は
、
通
常
の
浴
槽
の

ほ
か
に
薬
湯
・
気
泡
ぶ
ろ
・
打
た

せ
湯
な
ど
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
の
浴
槽
を
備
え
ま
す
。

　

建
物
内
に
は
休
憩
の
た
め
の
和

室
や
軽
食
コ
ー
ナ
ー
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

水
辺
の
散
歩
を
ど
う
ぞ

　

屋
外
に
は
、
水
と
ふ
れ
あ
い
水

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
親
水
公

園
を
整
備
し
ま
す
。
修
景
池
や
ジ

ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
・
散
歩
道
な
ど
が

作
ら
れ
、
広
々
と
し
た
公
園
で
水

遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。

平
成
十
年
度
着
工

　

利
用
者
は
市
民
の
ほ
か
近
隣
市

町
村
や
一
般
観
光
客
を
含
め
て
八

万
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
八
年
度
に
基
本
設
計
を
行

い
、
九
年
度
に
実
施
設
計
、
十
年

度
に
着
工
、
十
一
年
度
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
約
十
三
億
円
。



一六呂師高原－

ファミリーリゾート計画策定

家族でゆとりの休暇を

　

県
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト

整
備
指
針
」
に
基
づ
く
六
呂
師
高

原
地
区
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー

ト
整
備
計
画
」
が
こ
の
ほ
ど
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

　

家
族
が
年
に
数
回
、
短
期
間
の

リ
ソ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
こ
と

を
目
的
に
「
多
様
な
余
暇
活
動
が

可
能
で
、
適
正
な
料
金
水
準
」
の

施
設
整
備
を
目
指
し
ま
す
。
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六
呂
師
高
原
は
、
奥
越
高
原
リ

ゾ
ー
ト
構
想
の
重
点
地
区
の
指
定

を
受
け
、
特
有
の
高
原
景
観
と
豊

か
な
自
然
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
す
で
に
奥
越
高
原
青

少
年
自
然
の
家
や
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
な
ど
の
公
共
施
設
が
整
備

さ
れ
、
県
民
に
も
広
く
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
利

用
し
て
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
自
然
観
察
、
天
体
観
測
、
乳
製

品
加
工
体
験
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ

イ
フ
や
余
暇
活
動
を
満
喫
す
る
こ

と
が
計
画
の
基
本
で
す
。

　

計
画
の
実
現
に
は
、
来
訪
者
が

ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
空
間
、
疲

れ
を
い
や
す
施
設
、
エ
リ
ア
内
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

の
充
実
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め

総
合
案
内
、
休
養
、
温
浴
の
機
能

を
兼
ね
備
え
た
施
設
を
ハ
イ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
西
側
の
約
五
千
平
方
□

に
配
置
し
ま
す
。

江
坤
ノ
回
ブ
・
ノ
タ
‘
ハ
ド
回
づ
…
…
ヽ

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
棟
で
エ

リ
ア
内
の
概
要
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
か
ら
、
展
示
パ
ネ
ル
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
説
明
を
受
け

ま
す
。
希
望
す
る
施
設
の
利
用
状

況
や
宿
泊
施
設
の
予
約
な
ど
も
パ

ソ
コ
ン
で
確
認
可
能
で
す
。
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自
然
散
策
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
だ
後
は
、
温
浴
棟
で
人
工
的
に

天
然
温
泉
に
似
た
効
能
を
持
た
せ

た
浴
槽
や
露
天
ぶ
ろ
・
サ
ウ
ナ
で

疲
れ
を
い
や
し
て
く
だ
さ
い
。
露

天
ぶ
ろ
か
ら
は
高
原
の
風
景
や
雪

景
色
が
楽
し
め
ま
す
。
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リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
棟
の
一
階

は
自
由
に
出
入
り
で
き
、
ミ
ル
ク

や
ア
イ
ス
の
販
売
も
し
ま
す
。
こ

階
に
は
温
浴
後
の
休
憩
の
た
め
の

和
室
や
研
修
室
が
あ
り
、
冬
期
間

は
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
た
め
の
仮
眠
室

と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

平
成
十
年
オ
ー
プ
ン

　

建
物
全
体
は
木
造
風
の
外
観

で
、
延
べ
床
面
積
は
約
八
百
平
方

□
。
九
年
度
に
実
施
設
計
を
し
て

工
事
に
か
か
り
、
十
年
度
の
ス
キ

ー
シ
ー
ズ
ン
前
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
ま
す
。
総
事
業
費
は
、
約
三

億
一
千
五
百
万
円
。



6月定例

市議会

一
般
会
計
へ
土
木
事
業
を
中
心
に

二
億
一
千
八
百
万
円
を
追
加

　

第
二
百
八
十
六
回
六
月
定
例
市

議
会
は
、
六
月
十
一
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
開
か
れ
、
「
一
般
会
計

補
正
予
算
案
」
「
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
案
」
な
ど
八
議
案

を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
一
千
八
百
七
万

円
か
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
百

四
十
四
億
五
千
九
百
七
万
円
と
な

り
、
前
年
と
比
べ
て
九
。
八
レ
の

増
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
七
間
線
の
J
R

踏
切
か
ら
国
道
1
5
7
号
ま
で
の

道
路
改
良
と
流
雪
溝
付
設
、
柿
ヶ

嶋
の
馬
橋
架
け
替
え
に
伴
う
測
量

・
設
計
・
移
転
補
償
費
、
阿
難
祖

地
頭
方
の
市
有
林
で
広
葉
樹
の
植

栽
や
作
業
道
の
開
設
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
負
担
金
改
定

　

利
用
者
負
担
金
が
国
の
基
準
に

準
じ
て
一
部
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税

額
が
十
四
万
一
円
以
上
の
世
帯
の

利
用
者
負
担
額
が
一
時
間
当
た
り

九
百
十
円
か
ら
九
百
二
十
円
に
。

6月補正 －般会計の主な事業

◆総務費

　

・コミュニティ助成事業・・・・・・・・・・250万円

　

・普通財産管理経費・●・・・・・・・・・・361万円

◆民生費

　

．言語治療教室管理運営経費・・・・・・・・280万円

◆衛生費

　

・老人保健特別会計繰出金・・・・・・・・・122万円

　

・水道事業会計繰出金・・・・・・・・・・・385万円

◆農林水産業費

　

・新規就農促進対策事業・・・・・・・・・．270万円

　

・地域農業生産体制確立事業補助・・・・・・600万円

　

・公社営畜産基地建設事業・・．・・・・・・800万円

　

・地域森林育成支援事業・・・・・・・．・．104万円

　

・広葉樹林整備特別対策事業・・・・・・1，756万円

◆土木費

　

・地方特定道路整備事業（河川）・・・・5，601万円

　

・道路整備事業（単独）・・・・・・・・2，200万円

　

・地方特定道路整備事業（橋梁）・・・・5，000万円

　

・北部第三土地区画整理事業・・．・・●・●670万円

　

・街路整備事業東縦貫線．・・・・・・・・．800万円

　

・中部縦貫道対策事業・・・・・・・・・・．500万円

◆教育費

　

●女性ネットワーク交流事業・・・・・・・・・15万円

　

・ナイター施設管理経費・・・・・・・・・・290万円

き
れ
い
な
水
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
好
結
果

　

市
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
用

に
な
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ

て
バ
ク
テ
リ
ア
を
増
殖
さ
せ
、
汚

水
の
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

冬
期
間
の
気
温
の
低
下
に
よ
り
、

汚
水
を
浄
化
す
る
ば
っ
気
槽
の
中

の
バ
ク
テ
リ
ア
の
繁
殖
力
が
弱
ま

り
処
理
能
力
が
落
ち
た
り
、
運
び

込
ま
れ
る
汚
泥
量
が
増
え
処
理
能

力
を
オ
ー
バ
ー
し
た
り
し
て
き
ま

し
た
。
バ
ク
テ
リ
ア
の
活
動
を
活

発
に
す
る
た
め
に
は
接
触
材
を
入

れ
て
増
殖
・
保
有
数
増
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
一
セ
ッ
ト
約

二
百
六
十
万
円
と
高
額
で
す
。

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
活
用
を
検
討
。

昨
年
9
月
、
頭
と
底
を
切
り
取
っ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
一
万
本
を
網
に

入
れ
、
ば
っ
気
槽
の
一
つ
に
試
験

的
に
沈
め
ま
し
た
。
経
費
も
三
十

万
円
程
度
と
安
価
で
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
十
二
月
ご
ろ
か
ら

バ
ク
テ
リ
ア
が
増
加
し
、
今
年
の

四
月
に
は
一
日
の
処
理
量
が
五
十

四
ノ
レ
か
ら
六
十
四
ブ
レ
と
ア
ッ

プ
、
水
質
も
B
O
D
（
生
物
科
学

的
酸
素
要
求
量
）
が
低
下
し
安
定

し
た
処
理
水
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
バ
ク
テ
リ
ア
の
効
率
的
働
き

に
よ
り
、
余
分
な
ば
っ
気
の
必
要

が
な
く
な
り
電
気
料
金
や
薬
品
の

節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き
残
り

の
二
つ
の
ば
っ
気
槽
に
も
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
投
入
し
て
、
処
理
水
の

水
質
安
定
に
努
め
ま
す
。

ばっ気槽に投入されたペットボトル
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第
三
十
二
回
越
前
大
野
名
水
マ

ラ
ソ
ン
は
五
月
二
十
六
日
、
市
内

外
か
ら
三
千
百
九
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
開
催
日
と
同
じ

ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
五
百
二
十
六
の
阿

部
利
美
・
友
里
恵
さ
ん
親
子
（
七

板
）
が
力
強
く
選
手
宣
誓
。
参
加

者
は
、
大
野
路
を
楽
し
み
な
が
ら

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

市
民
の
成
績
（
6
位
以
内
）
招待選手の松野明美さん

2
キ
ロ
▼
一
般
女
子
3
9
歳
以
下

①
牧
野
真
弓
（
若
杉
町
）
②
砂
子

英
恵
（
本
町
）
⑤
大
久
保
実
穂

（
篠
座
）
⑥
多
田
映
里
子
（
田
野
）

▼
一
般
男
子
が
’
歳
代
④
高
津
秀
登

（
上
舌
）
⑤
尾
嶋
義
一
（
佐
開
）

▼
小
学
男
子
②
日
下
弘
賢
（
下
庄
）

③
末
永
雄
樹
（
有
終
束
）
⑤
長
谷

川
大
祐
（
有
終
東
）
▼
小
学
女
子

②
小
林
由
美
（
下
庄
）
④
森
永
麻

衣
子
（
上
庄
）
⑤
竹
本
由
希
（
小

山
）
⑥
奥
村
麻
未
（
乾
側
）
▼
1

年
親
子
②
松
田
松
美
・
華
奈
（
新

河
原
）
④
荻
野
至
・
翔
（
明
倫
町
）

⑤
尾
崎
勝
広
・
奈
美
（
小
矢
戸
）

⑥
広
田
恵
子
・
吉
彦
（
春
日
3
）

▼
2
年
親
子
②
仲
井
太
・
涼
（
春

日
）
④
小
嶋
義
晴
・
将
太
朗
（
蓑

道
）
⑥
神
谷
秀
樹
・
翔
太
（
若
杉

町
）
▼
3
年
親
子
①
鈴
木
武
彦
・

幸
彦
（
水
落
町
）
③
尾
嶋
義
一
・

将
（
佐
開
）
④
出
村
真
由
美
・
真

太
郎
（
中
据
）
⑤
森
永
信
・
翔
太

（
下
郷
）
▼
4
年
親
子
①
朝
日
正

幸
・
俊
介
（
美
川
町
）

3
キ
ロ
▼
中
学
女
子
①
沢
田
紗

智
子
（
陽
明
）
②
佐
子
浩
子
（
陽

明
）
⑤
妙
願
枝
里
那
（
上
庄
）

5
キ
ロ
▼
一
般
女
子
③
三
嶋
友

香
（
城
町
）

ゴールまでもう少し辿爾芦別啄‘勧り

　　

J＝－－

●
九
頭
竜
テ
ラ
ル
高
原

　
　
　

テ
ニ
ス
響
’
9
6

日
時
8
月
2
4
日
①
午
後
1
時
3
0

　

分
・
2
5
日
計
午
前
8
時
3
0
分

場
所
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
ほ
か

内
容
2
4
日
①
初
級
者
ス
ク
ー
ル

　

（
小
雨
決
行
）
・
前
夜
祭
（
午

　

後
6
時
有
終
会
館
）
2
7
日
⑨
1

　

チ
ー
ム
4
人
の
ダ
ブ
ル
ス
団
体

　

戦
（
雨
天
の
場
合
は
9
月
1
日

　

に
延
期
）

参
加
料
I
人
ス
ク
ー
ル
ー
0

　

0
0
円
、
前
夜
祭
1
0
0
0
円

　

（
ス
ク
ー
ル
参
加
者
は
無
料
）
、

　

団
体
戦
1
5
0
0
円

締
切
8
月
1
6
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
九
頭
竜
テ
ラ

　

ル
高
原
テ
ニ
ス
響
9
6
実
行
委
員

　

会
事
務
局
（
大
野
勝
山
地
区
広

　

域
行
政
事
務
組
合
内
豊
8
8
・
2

　

7
6
0
）
ま
で

●
N
O
S
A
‐
サ
マ
ー
ナ
イ
ト

　
　
　
　

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会

日
時
7
月
2
7
日
①
午
後
3
時

会
場
勝
山
市
の
長
山
公
園
グ
ラ

　

ウ
ン
ド

参
加
要
領
1
8
歳
以
上
で
女
子
2

　

人
以
上
を
含
み
I
チ
ー
ム
5
人

　

（
た
だ
し
高
校
生
は
除
く
）

参
加
費
I
チ
ー
ム
ー
0
0
0
円

申
込
方
法
チ
ー
ム
名
、
全
員
の

　

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
代
表
者

　

の
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

　

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で



スキンシップ

遊
び
を
通
し
て

　
　
　

親
子
の
き
ず
な
を
深
め
よ
う

　

赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
か
ら
子
供
は
遊
び
を
通
し
て
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
身
に
着
け
な
が
ら
、
心
身
と
も
に
成
長
し
ま

す
。
ま
た
親
子
の
遊
び
は
、
お
互
い
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

深
め
る
絶
好
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
忙
し
い
毎
日
の
中
に
も
ゆ
と
り
を
見
つ
け
出
し
、
子

供
と
思
い
き
り
遊
び
ま
し
よ
う
。

　

子
供
は
遊
び
が
大
好
き
で
す
。

遊
び
か
ら
甘
え
る
喜
び
、
人
と
交

わ
る
楽
し
さ
、
物
を
作
る
面
白
さ
、

で
き
た
と
き
の
達
成
感
、
は
ら
は

ら
す
る
緊
張
感
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
供
に
と
っ
て
遊
び
は
生
活
そ
の

も
の
な
の
で
す
。

　

最
近
は
共
働
き
夫
婦
や
習
い
事

に
通
う
子
供
が
増
え
て
、
親
子
が

遊
ぶ
時
間
が
減
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
と
え
限
ら
れ
た
時
間
で
も
、

子
供
と
肌
を
触
れ
合
い
、
視
線
を

合
わ
せ
優
し
く
語
り
か
け
て
遊
び

ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
、
三
歳
く
ら
い
ま
で
の

子
供
と
で
き
る
遊
び
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。

　

親
か
ら
の
愛
情
を
込
め
た
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
に
子
供
が
こ
た
え
る
、

子
供
が
甘
え
る
と
親
も
ほ
お
ず
り

し
た
く
な
る
、
こ
ん
な
相
互
作
用

を
通
し
て
親
子
の
き
ず
な
が
深
ま

り
ま
す
。
こ
の
き
ず
な
は
、
子
供

の
情
緒
を
安
定
さ
せ
心
身
の
健
や

か
な
成
長
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
照
れ
て

嫌
が
る
ま
で
、
い
つ
で
も
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
。
将
来
わ
が
子
は
ど
ん
な

大
人
に
な
る
の
か
夢
を
描
き
な
が

ら
、
親
も
子
供
と
一
緒
の
生
活
を

た
っ
ぷ
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
奇
数
月

に
四
～
六
ヵ
月
児
を
対
象
に
離
乳

食
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子

供
と
遊
ん
だ
り
お
ん
ぶ
し
て
食
事

作
り
を
し
た
り
と
、
親
子
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
、
す
て
き
な
笑
顔
が
あ
ふ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新聞紙ビリビリ
1。お父さんとお母さんが新聞紙の両方

　　

のはじを持って、ピンと張ります。

　　

こどもが走っていく先に座布団を敷

　　

いておきます。

2。「よーいスタート」で新聞紙に走り

　　

こんできで破ります。＿、

コチョコチョコチョ

一くすぐったいけどやめられない、全身くすぐりっこー

1。「いくよ、いくよ」と構えて期待感を

　

高めることによりくすぐられたときの

　

楽しさが倍増します。

2。頭の先から足の裏までダイナミックに

　

全身をくすぐります。

3。「くすぐる人」、「くすぐられる人」の

　

役を交代して遊びます。「かかわられる」

　

だけの受身の遊びから。「かかわるーかか

　

わられる」という相互関係のある遊びへ

　

と発展します。

皆ち

ま

み
ま，
の僣鮮づぐ

ま

りを雛町バ

ま

，ます・弓働ランター呻l
i．ilii，，！i’iimMiJ”，，

い



暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

r
－
l
χ
r
L
゛

夏の紫外線に

　　　

くれぐれも注意

～UVケア

　

（ultravioletraysprevention＝

　

紫外線予防対策）～

　

海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
紫
外
線
の
強
い

季
節
で
も
あ
り
、
日
焼
け
を
気
に
す
る
人
も
多
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
紫
外
線
を
防
ぎ
、
皮
膚
へ
の
悪
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
U
V
ケ
ア
化
粧
品

や
U
V
衣
料
も
あ
り
ま
す
。
今
月
は
、
上
手
な
U
V
ケ
ア

の
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

怖
い
皮
膚
が
ん
や
白
内
障

　

適
度
の
紫
外
線
は
皮
膚
の
ビ
タ

ミ
ン
D
を
作
る
働
き
を
助
け
た
り
、

骨
の
発
育
を
順
調
に
す
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
大

気
中
の
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
進
み
、

紫
外
線
量
が
増
加
し
て
き
た
た
め
、

皮
膚
が
ん
や
白
内
障
を
誘
発
す
る

危
険
性
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
、
紫
外
線
を
防
ぎ
皮
膚
に
対
す

る
悪
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
を
目
的
に
し
た
U
V
ヶ
ア
商
品

も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
焼
け
防
止
の
目
安
は

　

U
V
ヶ
ア
用
化
粧
品
の
箱
な
ど

に
S
P
F
値
（
日
焼
け
防
止
用
化

粧
品
の
紫
外
線
防
御
効
果
を
表
す

数
値
）
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
S
P
F
値
五

と
は
、
何
も
塗
ら
な
い
場
合
よ
り

五
倍
の
時
間
、
日
焼
け
を
起
こ
さ

な
い
で
日
光
を
浴
び
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

一
般
的
に
は
、
日
焼
け
を
す
る

度
合
い
が
普
通
程
度
の
人
が
、
通

勤
通
学
や
買
い
物
で
の
紫
外
線
を

防
ぎ
た
い
場
合
に
は
、
S
P
F
値

十
以
下
が
目
安
で
す
。
海
水
浴
や

山
な
ど
へ
行
く
な
ら
十
～
二
十
、

春
ス
キ
ー
や
グ
ア
ム
、
ハ
ワ
イ
観

光
な
ど
で
は
二
十
以
上
が
一
つ
の

目
安
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
の
メ
ー
カ

ー
が
、
シ
リ
ー
ズ
で
使
用
す
る
化

粧
品
す
べ
て
（
基
礎
化
粧
品
か
ら

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
）
に
紫

外
線
防
止
剤
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
場
合
に
は
、
防
止
剤
を
重
ね

着
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
紫
外
線

防
止
効
果
が
上
が
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
重
ね
た
化
粧
の
厚

み
が
増
す
こ
と
で
多
少
は
効
果
が

上
が
る
よ
う
で
す
。

帽
子
や
日
傘
も
効
果
的

　

室
内
作
業
の
多
い
人
は
、
夏
で

も
ご
く
普
通
の
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
だ
け
で
十
分
日
焼
け
予
防
で
き

る
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
季

節
や
環
境
、
肌
質
な
ど
を
考
慮
し

て
使
い
分
け
を
す
る
こ
と
が
皮
膚

に
と
っ
て
大
切
で
す
。
商
品
を
購

入
す
る
際
に
は
、
表
示
や
説
明
書

を
読
ん
だ
り
販
売
店
に
相
談
し
た

り
し
て
選
び
ま
し
よ
う
。
日
焼
け

防
止
効
果
を
上
げ
る
に
は
二
～
三

時
間
お
き
に
着
け
替
え
た
り
、
汗

を
か
い
た
ら
そ
の
都
度
着
け
替
え

て
も
効
果
的
で
す
。

　

U
V
ヶ
ア
商
品
が
、
紫
外
線
の

す
べ
て
を
通
さ
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
紫
外
線
の
強
い
午
前

十
時
～
午
後
二
時
の
外
出
を
避
け

た
り
、
つ
ば
の
広
い
帽
子
や
日
傘

で
紫
外
線
を
避
け
る
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

紫外線量の月別変化
紫外線の一日の変化量

（旭川、秋卜｜、横浜、大阪、宮崎、那覇で、紫外線量を

測定した5年間の月別平均ほです。）

（’855月16日観測による資料：高層気象台情報）

「紫外線防止用化粧品とSPF表示について」より

顔生活に関するご楸は顛者楸センターへ・容66・1111内線463（Iふ；）



朧民圖

朧一彭

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
）今日の又十りづ

おいしいイチゴ摘み

＜るー・39登場 上庄小学校緑化委員会

フ
ラ
ワ
ー
ブ
ラ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で

県
教
育
委
員
会
賞
授
賞

　

き
れ
い
な
花
壇
作
り
で
、
学
校

や
地
域
の
美
化
を
進
め
る
「
フ
ラ

ワ
ー
ブ
ラ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

平
成
八
年
春
花
壇
の
部
で
、
県
教

育
委
員
会
賞
を
授
賞
し
ま
し
た
。

　

花
壇
作
り
は
、
全
校
挙
げ
て
の

取
り
組
み
で
す
が
、
中
心
に
な
っ

て
花
壇
の
世
話
を
し
て
い
る
の
は

緑
化
委
員
会
で
す
。
上
庄
小
学
校

に
は
四
年
生
以
上
の
児
童
で
構
成

す
る
十
の
委
員
会
が
あ
り
、
緑
化

委
員
会
も
そ
の
中
の
一
つ
。

十
八
人
の
委
員
は
全
員
花
が
大
好

き
で
す
。

　

花
壇
作
り
は
、
上
庄
地
区
の
花

い
っ
ぱ
い
運
動
に
合
せ
て
、
昭
和

四
十
三
年
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

現
在
の
花
壇
は
昭
和
六
十
こ
年
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
横
に
作
り
、
横
十
一

‐
縦
五
‐
の
大
き
さ
で
す
。

　

花
壇
作
り
で
は
、
ま
ず
全
校
児

童
に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
デ
ザ
イ

ン
を
決
め
ま
す
。
今
春
の
テ
ー
マ

は
「
未
来
」
に
な
り
ま
し
た
。
パ

ン
ジ
ー
と
レ
イ
ジ
ー
が
デ
ザ
イ
ン

通
り
に
見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま

す
。
以
前
は
苗
を
購
入
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
年
ほ
ど
前
か

ら
種
を
ま
い
て
育
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
春
花

壇
は
昨
年
の
九
月
に
作
り

始
め
た
と
の
こ
と
で
す
。

緑
化
委
員
会
を
指
導
す
る

安
下
先
生
は
、
「
花
を
大

切
に
す
る
心
が
育
て
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。
き
れ
い

だ
な
と
感
じ
る
心
が
大
切

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

草
取
り
や
水
や
り
は
、

委
員
が
交
代
で
昼
休
み
や

放
課
後
に
行
い
ま
す
。
せ

っ
か
く
の
休
み
時
間
が
無

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

委
員
長
の
山
岸
由
美
恵
さ

ん
は
、
「
草
取
り
が
一
番

大
変
で
し
た
。
で
も
頑
張

w＾sMiwr。J

几。り，卜。，y¬。。ア｜りり。，1「

ふ
る
さ
と
の
福
祉
向
上
に

頑
張
り
ま
す

　

山
内
さ
ん
は
今
春
大
阪
の
大
学

を
卒
業
し
て
、
市
の
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
、
都
会
で
の
就
職
を
希

望
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い

ず
れ
U
タ
ー
ン
す
る
の
な
ら
最
初

か
ら
大
野
で
就
職
を
す
る
ほ
う
が
、

少
し
で
も
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き

る
の
で
は
と
考
え
直
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
法
律
を
専
攻
し
て
い

ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
高
齢
化
問

題
に
関
心
が
あ
り
福
祉
関
係
の
仕

事
を
希
望
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

高
齢
者
問
題
を
は
じ
め
福
祉
は
ま

す
ま
す
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
最
前
線
の
仕
事
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

山
内
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意

で
、
大
学
で
は
ス
キ
ー
部
の
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
ま
し
た
。
現
在
は
、

友
人
た
ち
と
野
球
チ
ー
ム
に
所
属

し
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
公
民
館

活
動
に
参
加
し
た
経
験
か
ら
、
自

分
で
も
積
極
的
に
地
域
活
動
に
取

り
組
み
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

大
野
は
友
人
が
多
く
、
住
む

の
に
快
適
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
娯
楽
が
少
な
く
、
休
日
は
市
外

に
出
て
し
ま

い
ま
す
。
住

む
人
み
ん
な

に
優
し
い
大

野
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。
そ

の
た
め
に
も

頑
張
り
ま
す
」

と
、
山
内
さ

ん
は
意
欲
に

満
ち
て
い
ま

す
。

山内裕幸さん

（24歳・御給）



私毛，ベノ．｀Cこ，そ

県
政
バ
ス
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
は

コ

　

先
日
、
「
市
長
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
集
」
を
見

な
が
ら
残
念
に
思
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
れ
た
方
の
中
で
、

二
十
～
三
十
代
の
青
年
層
が
少
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
数
字
だ

け
で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

し
ょ
う
が
、
青
年
層
が
行
政
に
無

関
心
で
あ
る
こ
と
は
、
市
に
と
っ

て
も
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
郷
土
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
県
政
バ
ス
の
よ

う
な
事
業
を
実
施
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

を
取
り
入
れ
、
同
窓
会
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
気
軽
に
参
加
で
き
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

（
大
久
保
嘉
彦
・
明
倫
町
）

　

今
月
は
、
や
ま
び
こ
の
投
書
の

中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

－
Λ
［

　

－

　

大
野
市
の
青
年
層
に
、

も
っ
と
郷
土
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
県
政
バ
ス
の
よ
う
な
事
業
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
と
の
ご
意
見

で
す
が
、
以
前
か
ら
毎
年
春
と
秋

の
二
回
、
市
政
バ
ス
事
業
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

参
加
者
に
高
齢
者
や
市
街
地
の
方

の
み
の
片
寄
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
各
公
民
館
を
単
位

と
し
て
、
そ
の
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
希
望
団
体
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
婦
人
会
や
ま
ち
づ

く
り
の
会
、
親
子
な
ど
「
環
境
保

全
と
人
づ
く
り
」
に
関
す
る
施
設

見
学
を
含
め
て
、
市
内
一
日
コ
ー

ス
を
自
由
に
設
定
し
て
い
た
だ
き
、

五
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
県
政
バ

ス
同
様
、
日
程
の
中
で
飲
酒
を
伴

う
よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
は
困
難
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
青
年
層
に
も

ぜ
ひ
こ
の
市
政
バ
ス
に
参
加
い
た

だ
き
、
市
政
へ
の
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市

と
し
て
も
よ
り
幅
広
い
市
民
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
課
長
）

置聊yS≧iii（SU英麿市政なM

匹鴫噛

名
水
マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝

　

牧
野
真
弓
オ
（
泣
若
G
）

　

五
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
名

水
マ
ラ
ソ
ン
ニ
ご
般
女
子
3
9
歳
以

下
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
名
水

マ
ラ
ソ
ン
が
年
々
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ
県
外
参
加
者
も
多
く
な
り
、

一
般
の
部
で
大
野
市
民
が
優
勝
を

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
牧
野
さ
ん
は
、
強
豪
相

手
を
ゴ
ー
ル
前
で
追
い
抜
い
て
の

見
事
な
優
勝
で
し
た
。

　

小
学
校
か
ら
走
る
こ
と
が
好
き

で
、
現
在
も
大
学
で
陸
上
部
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
陸
上
は
、
努
力

し
た
分
だ
け
記
録
が
伸
び
る
こ
と

と
、
個
人
競
技
な
の
で
自
分
の
ペ

ー
ス
で
練
習
が
で
き
る
の
で
大
好

き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

他
の
大
会
に
も
出
場
し
ま
す
が
、

名
水
マ
ラ
ソ
ン
は
市
民
の
マ
ラ
ソ

ン
と
い
う
雰
囲
気
が
良
く
、
沿
道

の
声
援
も
多
く
て
走
り
や
す
い
そ

う
で
す
。
特
に
走
り
終
え
た
後
の

「
名
水
サ
ー
ビ
ス
」
が
最
高
と
の

こ
と
で
す
。
招
待
選
手
と
の
交
流

や
、
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
て
よ
り

多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
て
は
、
と
の
提
案
も
。

　

現
在
は
、
中
学
時
代
か
ら
の
夢

で
あ
る
看
護
婦
に
な
る
た
め
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
牧
野
さ
ん
は
、

「
少
し
で
も
先
輩
選
手
に
追
い
つ

こ
う
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
結

婚
し
て
も
走
り
続
け
、
名
水
マ
ラ

ソ
ン
に
子
供
と
参
加
し
た
い
で
す
」

と
照
れ
な
が
ら
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
5
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
I
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
文
化
会
館

　

ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

市
の
文
化
会
館
（
旧
市
民
会
館
）

で
は
、
地
元
主
催
の
催
し
物
を
応

援
す
る
音
響
や
照
明
な
ど
の
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
者
に

は
専
門
講
師
に
よ
る
研
修
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
機
器
に
触
れ
て
舞
台

演
出
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
高
校
生
以
上
の
男
女

申
込
・
問
合
せ
先
市
文
化
会
館

　

（
豊
6
6
・
5
4
1
0
）
ま
で

●
お
お
の
お
ど
り

　
　
　
　

誘
導
員
募
集

　

お
お
の
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
六
間
通
り
で
の
踊
り
誘
導

員
を
募
集
し
ま
す
。
内
容
は
、
来

場
者
へ
の
う
ち
わ
配
り
や
踊
り
の

輪
へ
の
誘
導
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時
8
月
1
5
日
④
。
1
6
日
②
い

　

ず
れ
も
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

　

3
0
分
（
ど
ち
ら
か
一
日
の
み
で

　

も
可
）

対
象
・
人
数
個
人
ま
た
は
団
体

　

で
延
べ
4
0
人

締
切
7
月
2
2
日
⑧

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
商
工
会

　

議
所
内
お
お
の
城
ま
つ
り
実
行

　

委
員
会
事
務
局
（
酋
6
6
．
1
2

　

3
0
）
ま
で



心も体もリフレッシュ

ショウブ湯で健康づくり

　

6月5日、市と市公衆浴場組合では市民の

健康増進を図るため、「薬草ぶろ」の一環と

して市内の公衆浴場でショウブ湯を行い、無

料で開放しました。当日は午後3時から待ち

かねた市民が次々と訪れました。いつもは家

庭のふろを使用している人の姿も見られ、心

身のリフレッシュや親子のふれあいも図られ

たようです。次回は10月中に予定しています

ので、皆さん、ぜひお試しください。

はっけよい、のこつた

わんぱく相撲大野場所開かれる

　

6月8日、有終会館で大野年会議所と大野

市相撲連盟による第8回わんぱく相撲大野場

所が開かれました。市内と和泉村の小学4年

から6年までの133人が参加し、大相撲顔負

けの熱戦が繰り広げられました。各学年の優

勝者は、7月28日に東京の両国国技館で開か

れる全国大会に出場し、ベスト8以上は同じ

日に県武道館の県大会に出場します。

市民楽団とプロが熱演

ジョイントコンサート

　

5月25日、女性だけで編成されたアメリカ

のジャズバンド、メイドン・ボイジ・オール

ウーマン・オーケストラと大野市民吹奏楽団

によるジョイントコンサートが開かれまし

た。一流のオーケストラに負けじと、市民楽

団のメンバーも熱の込もった演奏を繰り広

げ、当日文化会館を訪れた満員の観衆を魅了

に主にかー

箱詰回底酒
L瓦苓刄耳T石tT’二自奮喩。S



話遇回也場
城下町に新観光名物

　

越前こぶし組が人力車

　

大野に人力車を走らせようと、市内の若者

ら34人が「越前こぶし組」を結成し、6月1

日から運行を始めました。会員はすべてボラ

ンティアで、出資金を出し合い人力車1台を

170万円で購入、車夫も交代で務めます。各

地の人力車は民間業者が多く、このような例

は珍しいとのことです。収益金はすべて、2

台目の購入資金に充てるとのことです。元町

会館を起点にした3コースで、11月初旬まで、

土・日・祝日の午前10時～午後3時まで運行

します。ただし雨天は運休します。

保護とまちづくりを目指して

　

大野イトヨの会発足

　

6月7日、市民とイトヨを愛する団体と行

政が一体となり、イトヨを守ることを通して

住みよい環境づくりを目的とする「大野イト

ヨの会」が発足しました。設立総会では杉本

敏憲さん（開成中学校校長）を会長に選出し、

会則や事業計画などを決めた後、研究棟を訪

れ熱心に観察を行いました。会では今後、イ

トヨに関する学習会や研究を行い、生態を記

録したVTRを制作する予定です。

無駄にしないで貴重な資源

ペットボトル回収キャンペーン

　

6月8日、市内のスーパーマーケット前で

県生活学校連絡協議会などによるペットボト

ル回収キャンペーンが行われました。当日は

不用となったペットボトルが市民から次々と

持ち込まれ、約1，200本にもなりました。今回

集められた分は、回収を始めた4月からの分

と併せで業者に引き取られました。これらの

ベットボトルは回収された後、カーペットや

クッションの詰め綿などの原料に生まれ変わ

ります。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

7月

・
県
政
へ
の
パ
イ
プ
役

　
　
　
　

「
県
政
広
聴
員
」

　

県
で
は
、
小
学
校
単
位
で
左
表

の
と
お
り
県
政
広
聴
員
を
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
県
政
広
聴
員
は
、
県

民
と
県
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
す
。

身
近
な
意
見
・
提
案
な
ど
、
何
で

も
近
く
の
県
政
広
聴
員
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
県
広
報
課
県
民
相
談

室
（
豊
0
7
7
6
・
2
1
・
1
1

1
1
内
線
2
0
8
2
・
2
0
8

3
）
ま
で

平成8年度県政広聴員

校区 氏名 住所 電話

有終西 玉木一英 大和町3－34 66－3831

有終南 長谷川利昭 春日二丁目6－9 66－5321

有終南 深草知永子 春日64－46 65－0666

有終東 指岡哲郎 有明町19－14 65－1063

有終束 中山一代 有明町19－3 66一1217

下庄 安川昭夫 陽明町四丁目408 65－3297

下庄 持田五子 陽明町二丁目606 66－5984

乾側 川端紋三郎 牛ヶ原7－22 66－5880

小山 山岸加代子 鍬掛15－36 65－4530

上庄 杉川都 稲郷43ー15 65ー7200

蕨生 山内春喜 土打72－13－1 66－4975

富田 幅利雄 富嶋54－17 65－4109

阪谷六只妬禅定智子 八町9－29 67一1525

・
乳
幼
児
医
療
の
手
続
き

　
　
　
　

お
済
み
で
す
か

　

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医
療
費

が
助
成
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
必
要
な
も
の

　

・
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
除
く
）

　

・
健
康
保
険
証

手
続
き
・
問
合
せ
先
市
役
所
福

　

祉
課
児
童
福
祉
係
（
容
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
7
6
）
ま
で

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講

座
】
日
時
7
月
1
3
日
①
・
1
9
日
②
・

　

2
6
日
毎
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

　

3
0
分
（
1
回
の
み
の
受
講
も
可

　

能
）

対
象
高
校
生
以
上

定
員
各
回
と
も
1
0
人
（
定
員
に

　

な
り
次
第
締
切
）

受
講
料
1
回
に
つ
き
3
0
0
0

　

円
（
材
料
費
含
む
）

準
備
物
生
花
用
は
さ
み
、
作
品

　

持
ち
帰
り
用
袋

【
絵
画
創
作
講
座
】

日
時
8
月
2
7
日
囚
～
1
0
月
2
9
日

　

㈹
の
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
3
0

　

分
～
午
後
9
時
計
1
0
回

定
員
2
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第

　

締
切
）

受
講
料
1
0
0
0
円

準
備
物
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
鉛

　

筆
、
消
し
ゴ
ム

申
込
・
問
合
せ
先
市
勤
労
青
少

　

年
ホ
ー
ム
（
豊
6
6
・
7
2
2
1
）

　

ま
で

・
福
祉
入
門
教
室

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
入
門

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
新
た
な
福
祉
の

担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
と
人
材
の

確
保
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
内
容
1
回
目
＝
8
月
1

　

日
車
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何

　

か
」
ビ
デ
オ
上
映
お
よ
び
講
演

　

2
回
目
＝
8
月
5
日
⑧
ア
イ
マ

　

ス
ク
・
車
い
す
体
験
学
習
・
障

　

害
者
と
の
交
流
3
回
目
＝
8

　

月
9
日
毎
福
祉
施
設
見
学

場
所
有
終
会
館

締
切
7
月
2
6
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
（
豊
6
5
・
8
7
7
3
）

　

ま
で

・
初
級
手
話
講
習
会

日
時
7
月
1
5
日
⑧
～
1
0
月
2
1
日

　

⑥
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
計
1
5
回

場
所
有
終
会
館

費
用
無
料

締
切
7
月
1
2
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
福
祉

　

課
（
豊
6
6
．
1
1
1
1
内
線

　

4
7
3
）
ま
で

交通

　

安全

詞
び

再
確
認
－
・

　
　

青
信
号
の
意
味

　

青
信
号
の
意
味
を
尋
ね
る
と

ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
進
め
」
と

答
え
ま
す
。
誰
も
が
知
っ
て
い

る
は
ず
の
信
号
の
意
味
を
本
当

に
理
解
し
て
い
ま
す
か
。

　

実
際
に
起
こ
っ
た
事
故
を
例

に
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。
下
の

図
の
よ
う
に
信
号
に
従
っ
て
横

断
し
て
い
た
老
人
が
同
じ
信
号

に
従
っ
て
右
折
し
て
き
た
車
に

は
ね
ら
れ
ま
し
た
。
お
互
い
が

信
号
を
守
っ
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
こ
ん
な
事
故
が
起
こ
る
の
で

し
よ
’
つ
。

　

そ
も
そ
も
青
信
号
の
意
味
は

「
進
め
」
と
い
う
命
令
で
は
な

く
、
「
進
ん
で
も
よ
ろ
し
い
」

と
い
う
許
可
の
合
図
で
す
。
歩

行
者
は
信
号
が
青
で
も
横
断
す

る
時
は
、
前
後
左
右
の
安
全
を

確
か
め
、
横
断
中
も
右
折
車
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
対
向

車
だ
け
で
な
く
十
分
歩
行
者
に

注
意
し
、
余
裕
の
あ
る
運
転
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

●
行
政
相
談
は
気
軽
に

　

地
域
住
民
の
行
政
相
談
に
応
じ

る
た
め
に
次
の
人
が
行
政
相
談
員

に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
田
と
み
子
本
町
3
－
1

　
　
　
　

（
豊
6
6
・
3
2
6
1
）

　

三
宅
嵩
天
神
町
7
－
4

　
　
　
　

（
容
6
5
・
0
5
8
4
）

　

行
政
相
談
具
は
、
自
治
体
や
公

団
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ

い
て
住
民
か
ら
苦
情
や
要
望
・
意

見
を
聞
く
と
、
行
政
監
察
事
務
所

と
協
力
し
て
そ
の
解
決
に
当
っ
て

い
ま
す
。
三
宅
相
談
員
は
、
長
年

の
活
動
が
認
め
ら
れ
て
、
こ
の
ほ

ど
近
畿
管
区
行
政
監
察
局
長
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

市
で
は
毎
月
第
一
・
三
木
曜
日

の
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
4
時
ま
で
、

有
終
会
館
で
行
政
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
サ
マ
ー
求
人
企
業
説
明
会

　

奥
越
雇
用
開
発
推
進
協
議
会
で

は
、
来
春
学
卒
者
や
そ
の
保
護
者
、

U
タ
ー
ン
希
望
者
、
そ
し
て
現
在

求
職
中
の
人
と
地
元
企
業
と
の
就

職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
適
職

診
断
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
7
日
計
午
前
9
時
3
0

　

分
～
正
午
ま
で

場
所
大
野
市
農
協
会
館

問
合
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

　

（
容
6
6
・
2
4
0
8
）
ま
で

一
「
後
心
子
も
お
く
れ
じ
も
の
を
」

　

大
島
昌
宏
氏
講
演
会

　

大
野
を
舞
台
に
内
山
良
休
の
生

涯
を
描
い
た
最
近
話
題
の
小
説
、

「
そ
ろ
ば
ん
武
士
道
」
の
著
者
で

福
井
市
出
身
の
作
家
、
大
島
昌
宏

氏
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
す
。
当

日
受
付
で
無
料
で
す
。

日
時
7
月
1
4
日
⑧
午
後
2
時

場
所
有
終
会
館

演
題
後
の
子
も
お
く
れ
じ
も
の

　

を
主
催
越
前
大
野
平
成
塾
、
商
工

　

会
議
所
青
年
部
な
ど

問
合
せ
先
市
図
書
館
（
容
6
5
。

　

5
5
0
0
）
ま
で

●
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

7
月
7
日
⑧
に
エ
キ
サ
イ
ト
広

場
で
行
わ
れ
る
第
1
6
回
市
福
祉
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
運
営
を
お
手
伝
い

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
大
会
当
日
で

も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
福
祉

　

課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

7
3
）
ま
で

●
大
野
高
校
同
窓
会
総
会

　
　

「
湊
川
親
方
」
記
念
講
演

　

平
成
8
年
度
大
野
高
等
学
校
同

窓
会
に
お
い
て
、
大
野
市
出
身
の

湊
川
親
方
（
元
大
徹
関
）
に
よ
る

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
般

の
入
場
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

期
日
7
月
6
日
①

時
間
同
窓
会
総
会
＝
午
後
1
時

　

3
0
分
記
念
講
演
会
＝
午
後
2

　

時
3
0
分
懇
親
会
＝
午
後
4
時

　

（
会
費
3
0
0
0
円
）

演
題
私
の
ふ
る
さ
と
大
野

場
所
有
終
会
館
3
階

問
合
せ
先
大
野
高
等
学
校
（
豊

6
6
・
3
4
1
1
）
ま
で

食
中
毒
に
ご
注
意
1
・

　

福
井
県
内
の
学
校
野
外
活
動
で

実
施
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
原
因

と
思
わ
れ
る
集
団
食
中
毒
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

食
中
毒
多
発
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
食
前
、
調
理
前
は
手
洗
い
を
念

　

入
り
に

・
加
熱
調
理
は
、
十
分
に

・
材
料
、
調
理
器
具
は
清
潔
に

・
水
筒
な
ど
を
持
参
し
て
生
水
は

　

飲
ま
な
い

・
食
肉
類
は
、
火
の
通
り
に
く
い

　

ブ
ロ
ッ
ク
形
状
は
な
る
べ
く
避

　

け
、
薄
切
り
を
使
用
す
る

・
魚
介
類
は
も
ち
ろ
ん
肉
類
も
加

　

熱
直
前
ま
で
冷
却
保
存
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
保
健
所

市詣展句作迦募詣

　

第17回大野市美術展が、8月30

日②から9月1日⑥までの3日

間、有終会館で開かれます。市教

育委員会と市文化協会では、次の

とおり作品を募集しています。

応募資格県内在住の高校生以上

　

の人（県・中央展で役員などの

　

資格者を除く）

部門①絵画（10～100号）・造

　

形（3．3平方位以内）②彫塑③

　

工芸④書道（仕上がりが180y

　

×180Vまたは240VX60V以内

　

⑤写真（四ツ切以上150＾X100

　

マ以内。組み写真もこの範囲以

　

内におさめる）

出品点数1部門2点以内

出品料1点につき一般・大学生

　

1，000円、高校生は500円

作品搬入8月28日④正午～午後

　

5時までに有終会館へ

作品搬出9月1日⑧午後4時～

　

5時

問合せ・募集要項請求先

市教育委昌会文化振興室〒912大野市天神町1－1

ao779・66・1111内線546まで

EM菌研究クループ募集

　

最近、生ごみの処理ならびに有効利用の

手段として、EM菌（有効微生物群）を利

用した生ごみの堆肥化の研究が行われてい

ます。市でも、EM菌を使用した生ごみ処

理について調査研究事業を行うグループを

募集します。

募集数3グループ（ただし5人以上で市

　　　

内在住者に限る）

委託料1グループ70，000円

委託期間平成8年8月～平成9年3月ま

　　　　

で

募集期間7月5日（蚕）より31日⑥まで

　　　　　

（先着順）

申込・問い合せ先市役所生活環境課環境

　　　　　　　　

保全係（豊66・1111

　　　　　　　　

内線465）まで



″

一
’

⑩
二
十
六
年
前
の
「
軽
自
動
車
」

　

水
上
敏
章
さ
ん
（
陽
明
町
二
T
目
）

　

陽
明
町
二
丁
目
の
水
上
敏
章
さ
ん
（
3
1
歳
）

の
宝
は
、
昭
和
四
十
五
年
製
の
濃
紺
の
軽
自

動
車
で
す
。
そ
の
こ
ろ
の
若
者
の
憧
れ
の
的

だ
っ
た
そ
う
で
、
マ
ニ
ア
の
間
で
は
、
今
で

も
大
人
気
で
す
。

　

水
上
さ
ん
は
、
子
供
の
と
き
か
ら
自
動
車

が
大
好
き
で
、
特
に
国
産
車
が
お
気
に
入
り

で
し
た
。
こ
の
車
は
十
九
歳
の
時
、
友
人
か

ら
譲
り
受
け
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
親
類
の

人
が
同
じ
車
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
と
、
変
わ

っ
た
車
に
乗
り
た
か
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
ク
ー
ラ
ー
も
無
く
走
行
距
離
数
も

不
明
で
す
が
、
調
子
は
良
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

水
上
さ
ん
は
神
戸
、
札
幌
、
神
奈
川
に
も

転
居
し
ま
し
た
が
、
こ
の
車
だ
け
は
手
放
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
野
市
か
ら
一
般
道
で
十

五
時
間
か
け
て
神
奈
川
ま
で
行
っ
た
こ
と
が

青
春
時
代
の
思
い
出
で
す
。
空
冷
エ
ン
ジ
ン

な
の
で
、
渋
滞
で
は
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

ド
ア
に
は
、
今
で
は
懐
か
し
い
導
風
用
の
三

角
窓
が
付
い
て
い
ま
す
。
水
上
さ
ん
は
、
こ

の
窓
を
「
エ
ア
コ
ン
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

古
い
車
に
乗
っ
て
い
て
苦
労
す
る
点
は
、

故
障
し
た
と
き
に
部
品
が
無
く
、
有
っ
て
も

値
段
が
高
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
結
婚
し
て

子
供
も
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
の
車

で
の
家
族
ド
ラ
イ
ブ
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
も
水
上
さ
ん
は
、
家
族
を
見
る
よ

う
な
表
情
で
「
い
つ
ま
で
も
飽
き
が
こ
な
い

ス
タ
イ
ル
が
最
高
で
、
意
外
と
室
内
が
広
い

で
す
。
こ
の
車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
子
供
た

ち
が
振
り
返
り
ま
す
。
愛
着
が
あ
っ
て
手
放

す
気
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
古
い
車
を
愛
す
る

仲
間
が
増
え
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
に
こ
や
か
で
す
。

市民のうごき

6月1日現在 前月比

世帯数 11，474世帯 3世帯

人口 41，471人 △14人

内訳
男 19，814人 △H人

女 21，657人 △3人

5月中の異動
転入 44人 出生 34人

転出 55人 死亡 37人

市内の交通事故状況（9ヵヽ69）

件数内訳
平成8年

5月末

平成7年

5月末
比較

総件数 215件 254件 △39件

人
身

事
故

件数 49件 63件 △14件

死者 O人 O人 O人

傷者 63人 86人 △23人

物損事故 166件 191件 △25件

表
紙
の
こ
と
ば

　

平
家
平
に
そ
び
え
る
幹
周
り

約
九
片
の
大
き
な
ト
チ
ノ
キ
。

千
年
も
の
歴
史
を
見
つ
め
て
き

ま
し
た
。
長
い
間
の
人
間
の
い

ろ
い
ろ
な
行
い
な
ど
は
、
ほ
ん

の
さ
さ
い
な
こ
と
の
よ
う
に
気

に
も
掛
け
な
い
様
子
。
こ
れ
か

ら
の
千
年
も
私
た
ち
を
見
守
つ

て
く
れ
る
よ
う
に
、
大
事
に
し

た
い
も
の
で
す
。

編
集
後
記

　

山
々
の
緑
も
濃
く
な
り
、
目

に
も
さ
わ
や
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
雪
が
多
か
っ
た

割
に
は
春
か
ら
雨
が
少
な
く
、

御
清
水
や
本
願
清
水
も
少
々
パ

テ
気
味
。
水
、
緑
、
空
気
な
ど

身
近
な
自
然
を
満
喫
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
保
全
が
必
要
で
す
。

一
度
失
つ
た
ら
元
に
は
戻
ら
な

い
自
然
を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
。

月R見i巳・

　

先
ご
ろ
行
わ
れ
た
イ

ス
ラ
エ
ル
首
相
選
挙
で
、

故
ラ
ビ
ン
首
相
の
路
線

を
継
承
し
た
ペ
レ
ス
氏

は
小
差
で
敗
れ
、
夕
力

派
と
い
わ
れ
る
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
氏
が
新
首
相
に
就
い
た
。
国
政
レ
ベ
ル
の

選
挙
で
、
不
在
者
投
票
の
開
票
ま
で
も
つ
れ
こ

む
例
を
知
ら
な
い
。
ト
ッ
プ
の
方
針
が
そ
の
ま

ま
国
家
の
存
亡
に
直
結
し
か
ね
な
い
こ
と
を
彼

ら
は
経
験
か
ら
学
ん
で
い
る
▼
ユ
ダ
ヤ
人
は
人

種
的
に
は
白
人
で
な
い
と
は
っ
き
り
言
う
欧
米

人
が
い
る
。
私
た
ち
東
洋
人
か
ら
見
れ
ば
、
ユ

ダ
ヤ
人
と
い
う
の
は
鼻
高
で
色
白
の
コ
ー
カ
サ

ス
人
種
で
あ
る
と
し
か
思
え
な
い
の
だ
け
れ
ど

も
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
友
人
に
尋
ね
る

と
、
「
そ
れ
は
全
く
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
。

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
」

と
答
え
た
。
彼
の
人
種
感
さ
ら
に
は
価
値
観
の

一
端
が
見
て
と
れ
、
同
時
に
自
分
の
世
界
観
の

小
さ
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
人
間

が
彼
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
繰
り
返
さ
れ
る
悲
劇

の
大
部
分
は
起
こ
り
得
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
▼
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
日
本
人
の
会
話

は
、
二
〇
〇
二
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
へ
と
移
っ
た
。
日
・
韓
両
国
民
に
と
っ
て
こ

の
共
同
開
催
は
、
友
好
交
流
の
一
つ
の
機
会
で

あ
る
。
「
君
た
ち
は
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
君
た
ち
な
ら
ば
、
き
っ
と
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
」
彼
は
こ
う
言
っ
た
▼
百
九
十
ヅ

の
長
身
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
で
も
あ
る
私
の
友
人

は
、
間
近
に
控
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
の
自

国
チ
ー
ム
の
出
来
を
気
に
し
な
が
ら
、
「
友
好

交
流
と
こ
れ
と
は
別
だ
よ
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

は
絶
対
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
勝
つ
」
と
言
っ
て

片
目
を
つ
ぶ
っ
た
。
（
Y
）
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